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研究室紹介

情動・ストレス適応の神経生化学

　これまで我々の教室はアルカリ性フォスファターゼ
等の酵素化学，脂質代謝とその異常を主要な研究テー
マとしてきた．現在も穂苅講師が肝再生とアミラーゼ
アイソザイムの解析，中野助教，瀬尾助教が脂質代謝
にかかわるエゼチミブ，スタチン作用，転写制御の研
究，等を持続しており，これらに関しては内分泌内
科・糖尿病内科との間で片山病院長以来，粟田教授，
井上准教授と共同研究が維持されている．
　平成 22年 4月の筆者（村越）着任からはそれらに加
え，神経生化学，精神薬理学の研究を推進している．
大脳辺縁系に属し，情動，認知，ストレス適応に関わ
る扁桃体，帯状回皮質のシナプス伝達，回路の情報処
理の変化を，生理的な認知機能や種々精神疾患の病態
と対応づける研究を行っている．具体的にはマウスに
慢性拘束ストレスを負荷することで，行動変化（行動
過多で落ち着かない），情動記憶障害（恐怖条件付け学
習低下）が現れ，前部帯状回では神経回路内のGABA
作動性抑制性神経伝達の低下を見出した（図，文献1）．
私はこの現象こそストレスに付随する種々不適応状態
の基本的病態，すなわち“GABAニューロンストレス ” 
ではないかと考えている．またこの変化が右脳特異的
に発生していることは精神疾患との関連性を示唆し
ている．さらに，情動中枢として重要な扁桃体の脳ス
ライスを用いた電気生理学的解析から，1Hz前後の自
発的リズム活動が起こること，報酬系の主要な伝達物
質であるドーパミンがこのリズムを調節することを現
在解析中であるが，これは睡眠中の情動性記憶固定に
関係すると考えられる．これらはいずれもげっ歯類に
よる動物実験ではあるが，ヒト脳に共通するメカニズ
ムであると考えられ，物質，機能，形態面から横断的
に解析することで，精緻な分子‐細胞‐システムレベ
ルの研究を可能にしている．現在，研究器材は稼働状

態にあるものの研究人員はむしろ不足しており，神経
精神科・心療内科，神経内科，脳神経外科を始めとす
る関係各科との緊密な共同研究の実現を切に望むもの
であります．興味をお持ちの方はお気軽にお訪ねくだ
さい．
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